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令和３年度 第１回 長浜市下水道事業審議会 会議録 

 

日 時：令和 3年 7月 16日（金） 午前１0時 00分から午前１1時 35分まで 

会 場：長浜市役所 1階 多目的ルーム 1 

出席者：委員 7名 

横山幸司会長、北川雅英副会長、中井宣夫委員、伊藤誠哉委員、嶋田健委員、 

荒木まつゑ委員、横田久子委員 

（欠席１名 竹腰勝子委員） 

 

事務局 

横山下水道事業部長 

下水道総務課  

山口課長、雨森課長代理、渡邉係長 

下水道施設課 

藤田課長、宮部課長代理、西尾副参事、花谷主査、戸田主査 

 

 

進行：山口下水道総務課長 

１．開会（省略） 

 

２．市長挨拶（省略） 

 

３．審議会への諮問 

   今後の農業集落排水処理のあり方について 

 

４．委員の紹介（省略） 

 

５．事務局の紹介（省略） 

 

６．議事 

（１）審議会の開催日程について 

・事務局からの提案どおり承認。 

 

（２）農業集落排水処理のあり方について 

・下水道事業の現状について 

    事務局から資料（農業集落排水処理のあり方について）１～11ページを説明 

・公共下水道に統合する地域について（余呉地域） 

    事務局から資料 12～14ページを説明 

・施設間の統廃合を検討する地域について（永原地域） 

       事務局から資料 15～24ページを説明 

   ・施設間の統廃合を検討する地域について（塩津地域） 

       事務局から資料 25～33ページを説明 

   ・将来も単独処理を継続する地域について 

       事務局から資料 34～38ページを説明 
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説明の後、次のような意見、質疑がありました。 

委員 ２ページに下水道整備の財政措置の一覧があるが、これは現在の財政措置

か。 

事務局 公共下水道、特定環境保全公共下水道、農業集落排水事業については現

在の財政措置であるが、小規模排水処理事業と個別排水処理事業について

は、整備を行った当時の財政措置を挙げている。 

委員 ７ページの１立方メートルあたりの汚水処理原価は、どういう内容の単価か。

維持管理費の費用のみか。 

事務局 お見込みのとおり。 

委員 ８ページの１件当たりというのは、１戸当たりということでよいか。 

事務局 お見込みのとおり。 

委員 ９ページのグラフに５４地区のデータが挙げられているが、この地区はどういう

整理で分けているのか。 

事務局 流域下水道に接続した地域を除いて処理区域ごとに分けている。 

委員 ２０ページの表の処理場経費にその他という項目があるが、その他の主な経

費は何か。 

事務局 処理場管理職員の人件費が主なものになる。 

委員 ３７ページの月出地域について、現在１００人槽が設置しているが、人口が減

ってきているので２０人槽にしていくという説明を受けたが、市全体で月出地区

に人を誘導するよう施策がないので２０人槽でよいという判断になっているの

か。 

事務局 月出地域については今後も人口減少が予測される中、そういう施策誘導も

必要だとは思うが、現状あまりにも経費がかかっているので今回の提案をさせて

いただいた。 

委員 １２ページで、余呉地域の７地区を切り離し流域下水道に接続するという説

明の中で、農業集落排水事業として残る地区については接続に要する整備費

が非常に高くなるということであったが、概算でどれくらいになるのか。 

また、日野町は農業集落排水施設が９つあり、その汚水処理原価は９０円ぐ

らいだったと記憶している。長浜市では高度処理の部分があるとは思うが、委

託料等の維持管理経費の見直しについても、今回のあり方の中で検討するべ

きではないか。 

統合をする地域が２つあるが、２地域とも現状使用している施設に統合する

ということか。また、永原地域では大浦処理場に統合するとなっているが、２つ

の処理場に分けて統合した場合などとの経費比較はできているのか。 

事務局 次回の審議会までに整理し説明させていただく。 

委員 長浜市の都市構造上、地域の特性を踏まえてどういう都市構造にしようとし

ているのかという前提がないと、どの地域に投資を行うか行わないかの判断は

できない。例えば最低限の生活だけ保障するという前提に立っているのであれ

ば、処理場のような共同処理ではなく、単独処理の合併浄化槽にすればいいと

思うが、何か前提がないと判断は難しい。地域資源を生かした地方再生のよう

な話がある以上、使用料収入が減っているからとか、維持管理費が高いからの

ような経済性だけで判断するのは、難しいのではないか。 

会長 今回のような見直しと都市計画は比例するので、次回の審議会でそういった

関連計画との整合が図れるような参考資料を提供いただきたい。 

資料の中で、同じ地域の統廃合であるにも関わらず、統廃合のコストが下が

っている資料と上がっている資料があるが、どういうことか。 
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事務局 資料の中でコストが下がるという表現について、プラス数値とマイナス数値を

使用してしまっているので、両方ともコストが下がるという表現だと認識していた

だければと思う。 

会長 了解した。時間がきたのでここで終了するが、更に質問等があれば次回の審

議会までに事務局にお寄せいただきたい。 

 

 

 

 

７．閉会 


